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熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。
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３月の当番医　
３月  2 日　高田整形外科（電話72-1007）
３月  9 日　坂本クリニック（電話72-0210）
３月 16日　伴 病 院（電話72-0029）
３月 23日　野 田 医 院（電話72-0307）
３月 30日　矢部広域病院（電話72-1121）

山都町の人口
〔平成26年１月31日現在〕

男　　8,166人  （－17）
女　　8,766人  （－29）
計　 16,932人  （－46）
世帯   6,715戸    （－4）
※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※平成26年１月の出生者数　６人
※平成26年１月の死亡者数　38人
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　今年に入り、山都町内において、居眠りや前方不注視、脇見など、いわ
ゆる「運転手の注意力散漫が原因の交通事故」が相次いで発生し、中には、
一歩間違えば死亡事故、現に当事者が骨折するという重傷事故も発生して
います。
　この種事故は、昼間・夜間を問わず、また、誰もが起こす可能性のある
事故ですが、意識と心がけひとつで、防止することが可能です。
　この種事故を防ぐために
　　○　少しでも眠気や疲れを感じたら休憩すること。
　　　　～そのために時間にゆとりのある運転を！！
　　○　食後や暖かい日は特に注意すること。（居眠り運転の防止）
　　○　緊張感・危機感を持つこと。
　　　　車両は、「凶器」であり、人命を奪う可能性と危険性があること
　　　　を常に意識すること。
　　　　あなたの運転で、大切な人命を奪うこともあるのです。
　　○　「車は出てこないだろう。」ではなく、「車や人が飛び出てくる　
　　　かもしれない。」という「～かもしれない運転」を心がけること。
併せて
　　○　全席シートベルトの着装
　　○　チャイルドシートの適正な利用
　　○　速度を控えた運転
等の基本を守り、山都町で悲惨な交通事故が発生しないようにお互いが注
意しましょう。

春季全国火災予防運動
「消すまでは　心の警報　ONのまま」
を統一標語として全国一斉に春季全国火災予防運動が実施されます。
期間は３月１日（土）から７日（金）の７日間です。

（交通死亡事故遺族の手記）

＜ゆっぴー安心メール＞
　子どもたちの安全確保や地域の犯罪防止を図るため、県内で発生した不審者の出没や子ども・女性に対する犯
罪の前兆事案の発生情報などを、会員登録された方の携帯電話に配信します。

＜シルバー見守りネット＞
　保護が必要な高齢者等（障がい者や小学生以下の児童を含む）の行方不明手配や交通安全・振り込め詐欺等の
犯罪被害防止情報を、携帯電話へメール配信します。

※ＱＲコードを読み取れない方は  〈ドメイン〉ansin.police.pref.kumamoto.jp を指定後、
【ゆっぴー安心メール】k110@ansin.police.pref.kumamoto.jp  【シルバー見守りネット】net110@ansin.police.pref.kumamoto.jp 
に空メール送信をお願いします。

犯罪・交通事故発生状況（山都町）

事件・事故 平成26年１月中

刑法犯 ７件 （４件）

人身交通事故 ３件 （４件）
※（）内は昨年同時期の発生状況

◆住宅防火 いのちを守る ７つのポイント
《３つの習慣》
○寝たばこは絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
用する。

○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
《４つの対策》
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類、カーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等
を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

山都町消防団・上益城消防本部

◆本年度の重点目標は次の６つです。
（１）住宅防火対策の推進
（２）放火火災・連続放火火災防止対策の推進
（３）特定防火対象物等における防火安全対策

の徹底
（４）製品火災の発生防止に向けた取り組みの

推進
（５）多数の観客等が参加する行事に対する火

災予防指導等の徹底
（６）林野火災予防対策の推進
　これから、火を使う機会が増え、さらに空気
が乾燥するなど、火災の発生しやすいシーズン
を迎えます。火の取り扱いには注意し、山都町
から火災を出さないようにしましょう。

～ ３月ギャラリーのご案内 ～

「旅の風景」
平成26年３月１日（土）～31日（月）

水曜日定休日

　ハワイ、沖縄などに出か
けた風景等の水彩画を 20
点ほど展示いたします。

出展者：甲斐　慶一（山都町）

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

和
光
教
室
書
道
部
の
田
中
邦
子
さ
ん
（
入
佐
）
作

本
田
七
郎
さ
ん
（
万
坂
）
作

　

全
然
、
雪
が
降
ら
な
い
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
過
ご

し
て
い
た
昨
年
末
で
し
た
が
、
２
月
14
日
に
、
今
ま

で
は
一
体
何
だ
っ
た
の
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
積
雪
。

こ
ん
な
に
雪
が
降
っ
た
の
は
何
年
振
り
だ
ろ
う
。
雪

の
写
真
を
撮
影
し
よ
う
と
早
速
、
車
で
飛
び
出
し
は

し
た
も
の
の
、
な
か
な
か
い
い
写
真
が
撮
れ
な
い
の

で
、い
っ
そ
東
竹
原
く
ら
い
ま
で
行
っ
て
み
よ
う
と
、

軽
い
気
持
ち
で
晩
に
出
か
け
ま
し
た
。
自
分
の
自
宅

は
下
名
連
石
の
山
の
中
。
雪
道
の
運
転
は
「
慣
れ
」

た
も
の
。

　

し
か
し
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
積
雪
と
凍
結

で
車
は
何
度
も
滑
り
、
久
し
ぶ
り
に
雪
道
の
運
転
が

恐
ろ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。「
慣
れ
」
と
い
う
も
の

は
緊
張
感
を
無
く
し
ま
す
。
昨
年
４
月
に
広
報
担
当

に
、そ
ろ
そ
ろ
１
年
。「
慣
れ
」も
で
て
く
る
頃
で
す
。

今
一
度
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
頑
張
り
ま
す
。（
㋟
）

19 18


